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2021年大学入試の変更点及び本校の対応について

茨城県立牛久栄進高等学校

１ 大学入試の変更点

(1) 現行の「大学入試センター試験」は，2019年度（2020年１月実施）を最後に廃止

され，その代わりに2020年度からは，「大学入学共通テスト」（2021年１月実施）が

実施されます。大学入学共通テストでは，「知識」の理解の質を問う問題だけでなく，

「思考力･判断力・表現力」を発揮して解くことが求められる問題が出題されます。

(2) 「大学入学共通テスト」（2021年１月実施）の『数学Ⅰ・数学Ａ』は，試験時間

が70分となります。現行の「大学入試センター試験」では60分でした。なお，配点

は100点で変更ありません。

(3) 「大学入学共通テスト」（2021年１月実施）の『英語』は，配点がリーディング

100点，リスニング100点となります。現行の「大学入試センター試験」では筆記

100点，リスニング50点でした。なお，試験時間はリーディング80分，リスニング

60分（うち解答時間30分）で変更ありません。

２ 本校における「大学入学共通テスト」に向けての対応

(1) 「主体的・対話的で深い学び」のある授業実践

ア 年２回の授業研究週間を設け，教員全員が授業公開を実施し，教科会で協議す

ることをとおして授業改善を行っています。

イ 全ての教科で「主体的・対話的で深い学び」を目指し，「思考力・判断力・表

現力」を高める授業を目指しています。

ウ 定期テスト等では，記述式の“考えさせる”問題を多く出題し，大学入試の個別

試験に対応できる“記述力”を養っています。

エ 教員が，教科の指導法に関する学校内外の研修会に参加することで，授業力の向

上に努めています。

(2) 英語の「聞く」「話す」の技能への対応

ア 授業では，ペア学習やグループ学習，英語によるプレゼンテーションなどをとお

して，「聞く力」，「話す力」を育てています。

イ ＡＬＴを活用して，スピーキングテストを実施しています。

ウ 定期考査において，全学年でリスニング問題を出題しています。

エ ＧＴＥＣを生徒全員が受験しています。

オ 英検の受験を推奨し，個別指導を丁寧に行っています。また，本校を会場とし

て受験機会を設けています。
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３ 生徒の進路希望実現をめざすサポート体制

(1)“授業第一主義”を掲げ，55分授業により基礎から応用まで丁寧に指導します。

(2)“栄進ゼミ”（希望者課外）により発展的な内容を補充します。

(3)“e-Top推進室”が難関大学進学への意識啓発を行います。

※ e-Top推進室とは，難関大を目指す生徒たちの進路実現を支援するプロジェクト

チームの名称で，Eishin Triumph Obtaining Project の頭文字をとったもの


